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管理目的

土地利用の
変遷

サイト周辺の
環境

⚫ 森林科学、生態学、環境科学等の研究教育用のフィールド管理や野外実験のため、あるいは森林施
業研究の一環として、森林伐採、植栽、天然更新補助作業等の森林施業・土地管理を実施。

⚫ 北海道大学が所有する研究林のうち、最古にして最寒の森であり、さまざまな教育・研究に利用。

⚫ 研究林の林相は、天然林が優占し、朱鞠内湖（わが国最大の人造湖・道立自然公園）を取り囲む研
究林北部は、安山岩を基質とする比較的なだらかな山岳地帯であり、天然生針広混交林を中心に、
部分的にミズナラ林、湿地性アカエゾマツ林、河畔林などを含む多様な林相からなる。一方南部は、
雨竜川左岸の蛇紋岩や変成岩からなる比較的急峻な山腹斜面が多く、これらの地質に依存したアカ
エゾマツ純林の存在が特徴的。

⚫ 北方生物圏フィールド科学センター森林圏ステーション全体の研究計画である『北海道大学北方生
物圏フィールド科学センター森林圏ステーション長期計画（2015～2024年）』、雨龍研究林の基
本的な森林管理の方針を取りまとめた『雨龍研究林森林管理指針』に基づく管理を実施。

⚫ 研究林の長期課題として動植物や生態系機能・サービスの調査研究を実施。『モニタリングサイト
1000』事業コアサイトとして生物多様性保全に向けての継続的なモニタリング調査を実施。

サイト概要

アピール
ポイント

⚫ 1901年に内務省から札幌農学校の学校維持資金（財産林）として所管換えを受けて創設され、その
後研究教育用フィールドとして維持管理。研究林創設以前から現在に至るまで、朱鞠内湖にあたる
土地の割譲などはあるが、大きな土地利用の変化はない。

⚫ わが国最大の人造湖である朱鞠内湖を有する朱鞠内道立自然公園を囲むように位置。研究林の境界
部の多くは国有林や道有林と接し、森林が連続。

⚫ 周辺には一部農業的土地利用もみられ、朱鞠内湖東～北部の母子里地区では牧草地と、研究林南西
部ではそば畑等と接する。

⚫ 自然環境と社会的な条件を考慮して、「朱鞠内湖とその流域を中心とした環境変化と生物多様性保
全の長期総合研究」という大テーマのもと、長期・大規模な野外試験やモニタリングを遂行し、森
林生態系の諸機能や生物多様性の維持機構を明らかにするとともに、それらを考慮した北方森林景
観の管理方法を検討。また、生態系の機能と保全、地域社会との関係を総合的に研究できるフィー
ルドであることを最大限に活用して、専門分野を横断した多彩な共同研究を実施。

⚫ 教育活動では、学生実習として、北海道大学農学部や同大学院環境科学院をはじめ、全学の新入生
を対象とした一般教育演習、他学部・他大学による各種の実習に定期的に利用。また、小学生を対
象とした体験学習や地域の中学・高校の総合学習や森林・林業関係機関の技術研修のフィールドと
しても活用。

場所・面積 北海道雨竜郡幌加内町・24,953 ha



価値（2）原生的な自然生態系が存する場

【場の概況】

⚫ 研究林北部は、天然生針広混交林を中心に、部分的にミズナラ林、湿地性アカエゾマツ林、河畔
林などを含む多様な林相を持つ流域からなっている。一方南部は、蛇紋岩地のアカエゾマツ純林
の存在が特徴的である。

⚫ 例えば、泥炭湿地は、日本国内では北海道に広く分布しているが、農地等の土地改変や河川管理
による人為的な影響を強く受けてきた。そのため、泥炭湿地における原生植生が今なお維持され
ている生態系は非常に希少である。雨龍研究林に現存する湿地性のアカエゾマツ純林は、こうし
た環境があってはじめて形成・維持される特徴的な原生林の姿であり、針広混交林が広がる北海
道においてもほとんどみることができない。

⚫ 研究林の一部は環境省『モニタリングサイト1000』森林・草原調査のコアサイトに指定されて
いる。

【植生自然度】

⚫ 雨龍研究林の多くが植生自然度9・10に該当

【主な植生】

⚫ トドマツ－ミズナラ群落

⚫ アカエゾマツ群集

⚫ ハルニレ群落 など

【確認された主な動植物】

⚫ 生物多様性の価値(6)に示すような、原生的な自然に特徴的な生物が確認されている。
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生物多様性の価値

写真番号：2 写真の撮影年月：2014年10月16日
写真の説明：湿地性アカエゾマツ林

写真番号：1 写真の撮影年月：2014年10月16日
写真の説明：天然生針広混交林を中心とする多様な林相
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価値（6）希少な動植物種が生息生育している場あるいは生息生育している可能性が高い場

【場の概況】

⚫ 研究林北部は、天然生針広混交林を中心に、部分的にミズナラ林、湿地性アカエゾマツ林、河畔
林などを含む多様な林相を持つ流域からなっている。一方南部は、蛇紋岩地のアカエゾマツ純林
の存在が特徴的である。

⚫ 例えば、研究林北部は、道立自然公園の中核でありイトウが生息する朱鞠内湖の上流部にあたり、
研究林内の水系は朱鞠内湖と接続している。朱鞠内湖に流入する研究林内の水系においてもイト
ウの生息が確認されている。

【確認された希少種】

⚫ 1910年代から2010年代に雨龍研究林内で生育・生息が記録された維管束植物320種及び脊椎動
物79種のうち、環境省レッドリスト2020掲載種として以下が該当する。

維管束植物
絶滅危惧IB類(EN)
 クロミサンザシ（Crataegus chlorosarca）
準絶滅危惧(NT)
 オオバタチツボスミレ（Viola langsdorfii subsp. sachalinensis）
 ノダイオウ（Rumex longifolius）

脊椎動物
絶滅危惧IB類(EN)
 イトウ（Hucho perryi）
 アカモズ（Lanius cristatus）
絶滅危惧II類(VU)
 クマゲラ（Dryocopus martius）
準絶滅危惧(NT)
 オオタカ（Accipiter gentilis）
 ハイタカ（Accipiter nisus）
 ヨタカ（Caprimulgus indicus）
 オオジシギ（Gallinago hardwickii）
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写真番号：3 写真の撮影年月：2018年5月20日
写真の説明：イトウ

生物多様性の価値

撮影：菅野陽一郎・コロラド州立大学
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価値（9）既存の保護地域又は自然共生サイト認定区域に隣接する若しくはそれらを接続するなど、緩衝機能や連続性・連結性を高める機能を有する場

【場の概況】

⚫ 雨龍研究林は、敷地内に北海道指定北大雨龍研究林母子里地区鳥獣保護区を含むことに加え、既
存の保護地域である朱鞠内道立自然公園や北海道指定西風連鳥獣保護区と接しており、保護地域
の連続性・連結性を高める機能を有する。

【主な植生】

⚫ トドマツ－ミズナラ群落

⚫ アカエゾマツ群集

⚫ ハルニレ群落 など

【隣接・接続する保護地域等】

⚫ 北海道指定北大雨龍研究林母子里地区鳥獣保護区（全域が研究林内に含まれる）

⚫ 朱鞠内道立自然公園

⚫ 北海道指定西風連鳥獣保護区

【緩衝機能や連続性・連結性の機能】

⚫ 研究林北部は、道立自然公園の中核でありイトウ（絶滅危惧IB類(EN)）が生息する朱鞠内湖の
上流部にあたり、研究林内の水系は朱鞠内湖と接続している。朱鞠内湖に流入する研究林内の水
系においてもイトウの生息が確認されている。
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写真番号：4 写真の撮影年月：2021年10月9日
写真の説明：朱鞠内湖からみた雨龍研究林

朱鞠内道立自然公園の中核をなす朱鞠内湖上から
雨龍研究林（奥に広がる森林）を望む。

生物多様性の価値
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管理計画の内容 モニタリング計画の内容

◼ 北方生物圏フィールド科学センター森林圏ステーション全体の研究計画である『北海道大学北方生物圏
フィールド科学センター森林圏ステーション長期計画（2015～2024年）』、雨龍研究林の基本的な森
林管理の方針を取りまとめた『雨龍研究林森林管理指針』に基づく管理を実施し、著しい改変を加える
ことなく土地を管理している。

『北海道大学北方生物圏フィールド科学センター森林圏ステーション長期計画（2015〜2024）』

⚫ 森林圏ステーション全体の研究、教育、森林管理等に関する目標や実行計画をまとめたもの。2015年
から2024年における長期計画の将来像（ビジョン）・任務（ミッション）・達成目標（ゴール）を設
定し、それらに基づく全体方針として研究、教育、情報管理、フィールド管理に関する項目別の活動
計画、各研究林等の特色ある活動内容や方針を示している。

⚫ フィールド管理については、多様な研究フィールドの創出と維持管理を継続する。その過程で行われ
る伐採、育林、土木等の森林施業について、定期的な管理指針のチェックと見直しを継続し、研究教
育フィールドの持続的管理のモデルとなるような取り組みを目指す。

『雨龍研究林森林管理指針』

⚫ 長期計画に沿って、雨龍研究林の基本的な森林管理の方針、及び森林や施業のモニタリングの方法を
規定するもの。

⚫ 林種区分（森林のタイプ）と管理区分（環境保全林／生産可能林）から基本的な森林管理の指針を示
している。

⚫ 管理区分「環境保全林」（保存林、原生林、水源林、河畔林等）においては、原則として森林は現状
のまま保全し、木材生産を目的とした森林施業は行わない。

⚫ 管理区分「生産可能林」においては、林種ごとの指針に従って施業を行う。
⚫ 林種区分「原生林」においては、原則として林道の新設は行わず、林道の維持、土木作業についても、

土地の改変が最小限となるよう施工する。
⚫ 希少な野生生物種は、研究および教育の素材として学術的に重要であり積極的に保全する。希少生物

種の生息が確認された場合、あるいはその生息の可能性がある場合は、それらの生態的な特性に応じ、
森林の管理区分の変更（例えば、生産可能林→環境保全林）を含めた措置を検討する。

⚫ 管理指針を実行する上で、不確実性を伴う要因については、技術開発課題等で取り上げ、将来に向け
て問題解決を図ることとし、施工地や施業方法の決定において課題の実行を意識する。

⚫ モニタリングおよび試験課題の結果をもとに、毎年、指針の有効性・妥当性について職員全体会議で
議論し、変更等が必要と認められた場合は職員の総意に基づき改定することができる。

◼ 『雨龍研究林森林管理指針』においてモニタリングを
以下のように規定している。

⚫ 森林管理を実施する際には、その効果が明らかにな
るよう、前後の状況をモニタリングすることを原則
とする。

⚫ 施工地の林相や地形の代表性を考慮したうえで、全
面積の5%程度が含まれるよう、標準地を施工前に
設定する。

⚫ 施工前後に、毎木調査を行う。施工後の調査は、伐
採および保育作業においては施工の直後、新規更新
地においては、それに加えて、施工から5年後に行
う。

⚫ すべてのモニタリングデータは位置情報に関連付け
てGISで管理し、検索、閲覧が可能な状態にする。

⚫ 無人航空機を用いる方法をはじめ、位置情報を付し
た画像データの取得につとめる。

◼ 環境省『モニタリングサイト1000』森林・草原調査
のコアサイトでは、調査マニュアルに基づき、毎木調
査、落葉落枝・落下種子調査、地表徘徊性甲虫調査、
鳥類調査を毎年実施している。
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サイトの管理計画・モニタリング計画
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